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専
修
大
学
活
字
文
化
公
開

講
座
は
、
五
十
嵐
崇
之
さ
ん

（
経
済
３
・
就
職
課
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
専
門
職
養
成
講
座
を

受
講
中
）
の
司
会
進
行
で
進

め
ら
れ
た
。
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

の
後
、
川
上
未
映
子
さ
ん
が

登
壇
す
る
と
、
大
き
な
拍
手

が
わ
き
起
こ
っ
た
。

「
本
日
は
本
を
書
い
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
や
編

集
者
を
目
指
し
て
い
る
人
も

た
く
さ
ん
い
ら
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
本
に
関
す

る
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
し
た

い
」
と
、
自
身
の
生
い
立
ち

や
な
ぜ
本
を
書
く
こ
と
に
な

っ
た
の
か
と
い
う
話
題
か
ら

始
ま
り
、
本
を
読
む
こ
と
、

書
く
こ
と
で
伝
え
る
も
の
は

な
に
か
を
以
下
の
よ
う
に
語

っ
た
。

死
と
生
。
悪
と
正
義
…

…
。
以
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
に
対
し
て
違
和
感
を
も

っ
た
。
「
な
ぜ
」
―
―
と
引

っ
か
か
る
も
の
を
、
解
明
し

て
く
れ
る
も
の
は
な
く
、
そ

の
違
和
感
を
何
と
か
表
そ
う

と
懸
命
だ
っ
た
。

１０
代
後
半
、
哲
学
に
傾
倒

し
た
。
物
事
を
突
き
詰
め
る

に
は
、
相
当
の
時
間
と
技
術

が
必
要
だ
と
知
り
、
大
阪
に

暮
ら
し
な
が
ら
通
信
講
座
で

大
学
に
学
ん
だ
。
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
た
ま
に
訪
れ
る
東
京

へ
の
車
中
、
こ
れ
か
ら
１
カ

月
間
み
っ
ち
り
勉
強
で
き
る

の
か
と
思
う
と
う
れ
し
く
て

涙
が
出
そ
う
に
な
っ
た
。

や
が
て
音
楽
に
か
か
わ

り
、
言
葉
で
も
表
現
し
よ
う

と
詩
を
書
き
始
め
た
。
価
値

観
を
揺
さ
ぶ
り
続
け
、
思
考

停
止
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
そ

し
て
現
実
に
対
し
て
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
文
学
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
至
っ
た
―
―
と
表
現

方
法
で
の
苦
悩
や
発
見
へ
の

プ
ロ
セ
ス
を
語
っ
た
。

そ
し
て
「
慰
め
で
は
な

く
、
悲
し
み
や
苦
し
み
を
半

減
す
る
こ
と
で
人
を
救
済
す

る
力
を
持
つ
文
学
（
存
在
）

で
あ
り
た
い
。
私
自
身
、『
表

現
』
に
助
け
ら
れ
た
。
み
な

さ
ん
も
自
ら
の
な
か
で
決
着

が
つ
か
な
い
、
言
葉
に
な
ら

な
い
も
の
を
た
く
さ
ん
抱
え

込
ん
で
ほ
し
い
。
そ
れ
を
表

現
し
て
ほ
し
い
」と
結
ん
だ
。

編
集
者
の
役
割
や

川
上
作
品
に
つ
い
て

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

川
上
隆
志
文
学
部
教
授
と

米
村
み
ゆ
き
同
准
教
授
と
の

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
移

り
、
編
集
者
と
い
う
仕
事
に

つ
い
て
、
母
と
娘
の
関
係
、

小
説
の
文
体
、
川
上
作
品
に

つ
い
て
論
じ
合
っ
た
。

岩
波
書
店
の
元
編
集
者
で

あ
る
川
上
教
授
は
「
編
集
者

は
最
初
の
読
者
と
し
て
、
作

家
の
作
品
を
読
み
込
み
、
率

直
な
感
想
を
述
べ
る
よ
う
な

存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
最
近
は
そ
う
い

っ
た
編
集
者

が
少
な
く
な

っ
た
。
本
は

作
家
が
１
人

で
作
る
も
の

で
は
な
い
」

と
作
家
の
作

品
に
光
を
与

え
る
編
集
者

の
役
割
に
つ

い

て

語

っ

た
。米

村
准
教

授
は
川
上
作

品
を
掘
り
下

げ
「
芥
川
賞

受
賞
作
品
の

ち
ち

ら
ん

『
乳
と
卵
』
で
は
母
と
娘
の

関
係
が
書
か
れ
た
。
母
娘
は

身
体
と
罪
悪
感
の
二
つ
を
媒

介
に
し
た
関
係
が
強
い
傾
向

に
あ
り
、
作
品
に
は
そ
れ
が

見
事
に
描
か
れ
て
い
る
。
同

性
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て
の
作
品
で
あ

る
」
と
解
説
し
た
。

川
上
さ
ん
は
自
身
の
文
体

に
つ
い
て
「
重
要
な
の
は
視

点
。
文
体
は
後
か
ら
つ
い
て

く
る
。
文
体
を
肉
と
す
る
な

ら
、文
体
に
先
立
つ
骨
格（
文

体
ゼ
ロ
）
を
よ
く
考
え
た
方

が
い
い
。
自
分
が
ど
ん
な
イ

ロ
ハ
を
持
ち�
決
着
�を
構
想

し
て
い
る
か
、
世
界
を
み
る

角
度
が
大
事
だ
」と
語
っ
た
。

会
場
か
ら
の
質
問
に
答

え
、
「
本
を
読
む
こ
と
は
孤

独
に
な
る
こ
と
で
は
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
得

ら
れ
る
」
「
自
分
が
世
界
を

つ
か
ん
で
い
る
の
で
は
な

く
、
世
界
に
自
分
が
つ
か
ま

れ
て
い
る
」
と
い
う
独
特
の

世
界
観
も
語
り
、
会
場
の
共

感
を
得
た
。

来
場
者
に
話
を
聞
い
た
。

「
今
ま
で
生
き
て
き
て
感

じ
た
こ
と
を
感
性
豊
か
に
お

話
し
で
き
る
人
。
特
に
文
体

の
話
は
興
味
深
か
っ
た
」（
米

持
友
加
利
さ
ん
・
文
４
∥
米

村
ゼ
ミ
）。「
個
性
的
な
人
柄

で
講
演
の
内
容
は
説
得
力
が

あ
っ
た
。
川
上
先
生
か
ら
編

集
者
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と

感
じ
た
」
（
原
里
奈
さ
ん
・

同
∥
同
）
と
満
喫
し
た
様
子

を
語
っ
た
。

川
上
さ
ん
は
サ
イ
ン
会
に

も
気
さ
く
に
応
じ
、
サ
イ
ン

会
の
後
に
は
川
上
隆
志
ゼ
ミ

が
制
作
す
る
雑
誌
『
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
』
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も

応
じ
た
。（
１
面
に
記
事
）

●川上未映子さん

『絶叫委員会』穂村弘／著（筑摩書房）

『タイタンの妖女』カート・ヴォネガット・ジュニア／著

浅倉久志／訳（早川書房）

『たけくらべ 現代語訳・樋口一葉』樋口一葉／原作 松浦

理英子ほか／訳（河出書房新社）

『子どものための哲学対話』永井均／著 内田かずひろ／絵

（講談社）

『日日雑記』武田百合子／著（中央公論新社）

●川上隆志教授

『遠野物語』柳田国男／著（角川書店）

『空と風と星と詩』尹東柱／著 金時鐘／訳（もず工房）

『美酒と革嚢 第一書房・長谷川巳之吉』長谷川郁夫／著

（河出書房新社）

●米村みゆき准教授

『レキシントンの幽霊』村上春樹／著（文藝春秋）

『赤い指』東野圭吾／著 （講談社）

『母が重くてたまらない 墓守娘の嘆き』信田さよ子／著

（春秋社）
※『空と風と星と詩』は伊吹郷訳版（影書房）が現在入手可能

神
田
神
保
町
か
い
わ
い
は
「
ブ
ッ

ク
タ
ウ
ン
」
と
呼
称
さ
れ
る
が
、
意

外
な
店
も
厳
と
し
て
存
在
す
る
。
今

回
ご
紹
介
す
る
の
は
「
武
道
具
デ
パ

ー
ト

櫻
屋
」。

名
の
と
お
り
、
剣
道
、
柔
道
、
空

手
道
な
ど
あ
ら
ゆ
る
武
道
の
道
衣
、

道
具
が
そ
ろ
う
。
九
段
下
交
差
点
近

く
の
目
白
通
り
沿
い
で
、
近
く
に
は

日
本
武
道
館
が
あ
る
。

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
８
年
、
先

代
の
故
山
本
春
男
さ
ん
が
、
泰
桜
印

柔
道
着
の
製
造
販
売
店
・
櫻
屋
を
創

業
。
講
道
館
内
で
柔
道
着
の
小
売
り

を
始
め
た
。
「
武
道
は
、
軍
国
主
義

教
育
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
た
経

緯
か
ら
、
戦
後
の
学
校
教
育
で
は
全

面
禁
止
。
し
か
し
柔
道
は
早
く
復
活

し
た
よ
う
で
す
」
と
現
社
長
の
山
本

憲
一
さ
ん
。
「
泰
桜
印
」
は
道
衣
の

ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。

２
年
後
に
神
田
三
崎
町
に
店
舗
を

構
え
、
６８
年
、
現
在
の
九
段
下
に
移

転
。
そ
の
間
、
剣
道
具
の
取
り
扱
い

や
居
合
刀
の
製
造
販
売
を
始
め
る
な

ど
取
扱
商
品
は
、
武
道
全
般
に
拡
大

し
た
。

専
修
大
学
の
居
合
道
部
、
合
気
道

部
、
杖
道
会
な
ど
の
体
育
会
や
同
好

会
、
専
修
大
学
松
戸
高
・
合
気
道
部

と
も
長
い
付
き
合
い
だ
。

居
合
道
部
部
長
の
日
髙
義
博
理
事

長
・
学
長
、杖
道
会
顧
問
の
宇
都
榮
子

人
間
科
学
部
長
も
同
店
の
フ
ァ
ン
。

杖
道
は
１
２
８
㌢
の
丸
い
樫
の
木

の
棒
で
打
ち
、
払
い
、
突
く
武
道
。

「
手
に
し
っ
く
り
な
じ
む
上
質
の
杖

が
見
つ
か
り
ま
す
。
道
衣
も
豊
富
。

安
心
し
て
道
具
を
選
べ
ま
す
」
と
杖

道
５
段
の
宇
都
顧
問
。
同
会
の
指
導

者
も
よ
く
足
を
運
ぶ
。

店
は
憲
一
社
長
の
ほ
か
美
佐
子
夫

人
、
次
男
の
訓
史
さ
ん
が
守
る
。
初

心
者
に
も
丁
寧
に
応
対
す
る
。

「
外
国
人
も
よ
く
見
え
ま
す
。
武

道
は
欧
米
で
根
強
い
人
気
が
あ
り
ま

す
」（
訓
史
さ
ん
）。
大
ヒ
ッ
ト
し
た

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
ラ
ス
ト
サ
ム
ラ

イ
』
公
開
時
は
、
本
場
の
も
の
を
求

め
て
特
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
「
最
近
は

女
性
客
も
多
い
で
す
よ
」。

憲
一
社
長
の
祖
父
・
泰
山
さ
ん
は

戦
中
・
戦
後
に
活
躍
し
た
剣
舞
家
そ

し
て
吟
詠
家
。
６２
年
前
の
開
業
は
泰

山
さ
ん
の
活
動
が
根
底
に
あ
っ
た
。

憲
一
社
長
は
、
泰
山
さ
ん
が
創
始

し
た
居
合
道
流
派
の
伝
統
と
志
を

継
ぐ
。「
日
常
か
ら
離
れ
て
自
身
の

内
面
を
見
つ
め
る
、
か
け
が
え
の

な
い
ひ
と
と
き
で
す
」。―
―
心
身

を
練
磨
す
る
武
道
へ
の
思
い
を
静

か
に
語
る
。

※
武
道
具
デ
パ
ー
ト
櫻
屋
∥
東

京
都
千
代
田
区
九
段
北
１‐

３‐

４

九
段
下
東
急
真
サ
ク
ラ
ビ
ル
１

Ｆ
☎
０３
（
３
２
６
２
）
１
９
６
９

川上未映子さん講演

��１５

▲ 川上隆志教授

▲ 米村みゆき准教授

▲ 川上未映子さん

▲ 店内で山本憲一社長（中央）

と美佐子夫人、訓史さん

武道具デパート 櫻 屋

活 字 文 化 公 開 講 座

日髙理事長・学長

道衣・道具が揃う 本学にもファン多く

「「
決決
着着
がが
つつ
かか
なな
いい
もも
のの
をを
抱抱
ええ
てて
そそ
れれ
をを

表表
現現
しし
てて
ほほ
しし
いい
」」「「
世
界
を
見
る
角
度
大
事
」

公開講座で３氏が紹介したおすすめの本

▲ ６００人の聴衆を前に

▲

九
段
下
駅
近
く
の
ビ
ル
に
あ
る
「
櫻
屋
」

▶

会
場
か
ら
活
発
な
質
問
が
…
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